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要田支店長あいさつ

最後のスコア確認

5j

さすが優勝者のショット

遠野地区女性パワー（優勝）

百日木会長あいさつ

眉
雇

◆
岩
手
支
部

◎
第
1
回
埋
草
会
（
総
会
）
開
催

5
月
3
1
日
、
盛
岡
市
内

の
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

に
お
い
て
、
県
内
9
地
は

竜
友
会
の
会
長
及
び
雄
務

局
氏
が
出
席
し
、
理
や
会

を
開
催
し
ま
し
た
「
一

N
T
T
告
手
支
店
栗
m

友
情
艮
様
が
ご
〓
席
さ
れ
、
今
後
の
N
T
T
の
動
向

等
を
お
証
し
さ
れ
議
車
に
入
り
ま
し
た
．
議
車
は
前

年
度
の
活
動
状
況
、
決
算
報
告
、
乃
年
度
活
動
計
両
、

1
，
了
算
を
決
定
し
ま
し
た
今
回
は
副
支
部
に
と
水
沢
・

－
閏
の
会
に
が
交
代
さ
れ
た
こ
と
か
ら
役
‥
〓
体
制
を

変
更
し
ま
し
た
「

・
副
支
部
長
　
十
柴
　
虔
∵
．
（
水
沢
）

・
理
車
　
　
　
千
葉
　
虔
∵
一
（
水
沢
）

・
理
半
　
　
　
丁
葉
　
酔
雄
　
二
閏
）

◎
第
2
0
阿
N
T
T
O
B
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
岩
下
県

人
会
開
催

9
月
7
日
、
告
手
塵
業
文
化
セ
ン
タ
ア
ヒ
す
G
G

場
に
お
い
て
、
6
8
名
の
参
加
を
頂
き
告
手
県
人
会
を

日
常
し
た
し
ま
し
た
■
　
州

．」り‥－　、　．代
ハ
リ
ー
が
・
上
流
て
の
大

会
と
な
り
優
勝
さ
れ
た
の

は
遠
野
地
は
の
椛
本
洋
ト

さ
ん
7
6
歳
で
し
た
∵
　
（
女

性
ハ
ワ
ー
炸
裂
一

成
績
1
位
椛
本
洋
子
さ

ん
7
6
歳
、
2
位
長
往
川
信
行
さ
ん
糾
歳
、
3
位
亀
岡

1
1
さ
ん
乃
歳
で
し
た

，ヽ，．◆
盛
岡
電
友
会

◎
節
3
1
■
n
l
N
T
T
・
O
B
作
目
州
展
の
開
催

毎
隼
秋
の
恒
例
行
車
で
あ
る
N
T
T
‥
O
B
等
に

ょ
る
作
品
展
を
盛
岡
駅
西
〓
て
り
す
ス
ビ
ル
叩
椚
展

望
宥
屁
示
場
に
て
り
目
端
日
か
ら
9
月
乃
日
の
1
＝

…
い
川
四
川
頼
し
ま
し
た

封
回
目
と
な
る
今
l
‖
－
は
吏
名
の
万
か
ら
差
迫
、
絵
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出展者のみなさん

聴講様様

松島先生の講演

両
、
版
画
、
写
真
、
彫

刻
・
陶
芸
・
手
芸
な
ど
、

日
ご
ろ
け
梢
込
め
て
削

れ
し
た
力
作
8
7
作
品
が

寄
せ
ら
れ
、
運
営
委
員

賞
狂
の
巨
∵
っ
あ
り
、
盛
大
な
展
示
会
と
な
り
ま
し
た

作
品
を
展
■
小
し
て
い
た
た
い
た
万
、
展
示
会
を
企
画
、

及
び
作
家
の
協
力
で
展
示
し
ま
し
た
し

来
場
者
は
N
T
T
・
O

B
と
現
役
の
万
は
も
と
よ

り
近
郊
市
町
村
の
方
々
旅

行
音
等
4
日
間
で
約
8

6
2
名
轟
■
来
場
し
て
頂
い

た
N
T
T
…
山
手
支
店
に
始

め
幹
部
の
万
々
か
ら
の

運
営
し
て
い
た
だ
い
た

運
営
委
‖
ハ
の
ご
尽
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
ー

次
回
第
3
2
回
の
開
催
は
、

平
成
3
0
年
白
月
2
5
日
1
9

月
2
8
H
を
子
宝
し
て
お
り

ま
す
八
　
丈
折
し
く
出
展
さ

れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
・

願
い
い
た
し
ま
す

卜
等
「
ロ
コ
モ
テ
で
7
ン
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
一
■
。
＝
わ
れ

る
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
最
後
ま
で
〓
分
の
足
で

歩
け
る
様
、
「
ナ
防
の
た
め
の
運
動
」
と
「
正
し
い

食
生
活
」
を
今
日
か
ら
で
も
始
め
ま
し
ょ
う
と
み
ん

な
で
頑
張
り
あ
う
こ
と
を
確
認
し
、
1
時
間
半
の
講

演
会
は
好
評
の
う
ち
に
終
r
L
ま
し
た
、

運
営
委
員
ま
で
連
絡
を
お

◎
第
1
回
N
T
T
・
O
B
入
学

今
回
は
　
「
日
収
近
、
健
康
問
題
の
講
演
が
嫌
い
の
で

は
」
と
の
会
‥
H
の
安
望
を
考
慮
し
、
N
T
T
東
日
本

の
産
業
医
で
…
臼
手
・
山
形
・
群
馬
を
拘
り
し
て
い
る

松
島
眞
浩
氏
に
　
「
健
取
管
理
の
L
夫
－
健
診
か
ら
見

た
生
活
改
書
の
方
法
」
　
の
演
題
で
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た近

年
「
車
・
均
寿
命
」
は
年
々
伸
び
て
い
る
が
、
問

題
な
／
、
日
常
牛
清
が
で
き

る
期
間
の
　
1
健
根
存
命
」

い
か
に
伸
ば
す
か
が
皆

さ
ん
の
課
題
て
あ
る
■

加
晶
に
よ
る
1
筋
肉
の

減
少
り
】
関
節
か
痛
い
動
か

な
い
り
J
歩
行
速
度
云
低

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

ト
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

平
年
度
は
3
月
日
日
の
総
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

二
と
．
け
な
ー
り
ま
し
た

牛
問
清
動
回
数
は
、
1
日
の
第
1
回
例
会
か
・
レ
1

日
の
第
8
回
例
会
ま
で
ヒ
5
＝
の
北
．
．
．
県
人
会
を
告

手
て
聞
催
す
る
二
ヒ
笠
を
決
め
、
釣
半
年
振
り
に
廟
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を
合
わ
せ
た
伸
問
と
懇
親
会
を
行
い
、
今
年
の
抱
n

ヤ
目
標
等
を
語
ら
い
ま
し
た
．
1

ま
た
、
体
調
不
良
や
縞
年
齢
者
の
3
名
が
退
会
し

新
た
に
4
名
の
新
規
加
入
者
が
入
り
、
総
勢
5
3
名
で

ス
タ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
盛
岡
、
宮
古
、
大
船
渡
、
平
泉
、

三
関
、
水
沢
、
北
卜
、
花
巻
、
鹿
角
　
（
秋
m
こ
　
の
各

地
か
ら
の
ゴ
ル
フ
好
き
が
集
ま
り
、
毎
月
第
2
金
曜

日
に
…
百
手
の
中
央
に
位
澤
す
る
盛
岡
南
c
c
で
開
催

↓
る
二
と
し
一
．
ノ
ま
ー
二
㌧

」
り
丁
目
は
、
第
1
回
例
会
を
行
い
半
年
ぶ
り
の

コ
ル
フ
を
楽
し
ふ
ま
し
た
■

ま
た
北
三
県
大
会
は
…
石
手
で
5
月
2
6
日
に
行
い
…
f
f

手
の
斤
藤
英
俊
さ
ん
が
、
鱒
年
の
秋
川
大
会
に
続
き

2
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
■

気
に
な
る
年
間
成
就
等
は
次
回
の
報
告
と
致
し
ま

す。や
苛
楽
を
語
り
合
う
会

今
年
度
も
4
月
1
4
日
に
第
1
回
総
会
兼
鑑
賞
会
を

O
B
サ
ロ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
一
今
年
度
の
行
事
と

し
て
、
恒
例
の
仙
台
フ
ィ
ル
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
鑑
賞
会
と
テ
レ
ビ
番
組
等
で
放
送
さ
れ
た
沢

山
の
素
敵
な
音
楽
を
録
画
し
て
音
楽
と
共
に
語
り
合

う
事
と
し
ま
し
た
r
〕
ど
う
ぞ
皆
様
1
度
素
鵬
ら
し
い

音
楽
を
開
き
に
来
て
下
さ
い
【
〕
　
毎
月
第
2
、
第
4
金

曜
日
の
午
後
1
時
半
か
ら
2
時
間
で
す
U
　
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

㈲
麻
雀
同
好
会

2
8
年
度
の
年
間
入
賞
者
が
左
記
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

優
勝
　
戸
津
　
信
男
　
　
準
優
勝
　
町
端
一
男

右
記
入
賞
者
及
び
年
間
皆
勤
賞
（
1
6
名
）
　
に
は
総

会
の
席
上
に
て
町
端
会
長
よ
り
商
品
を
授
与
致
し
ま

した「2
8
年
度
最
終
の
第
1
回
例
会
が
終
r
後
、
市
内
の

居
洒
屈
さ
ん
を
借
り
切
っ
て
平
年
度
総
会
を
実
施
し

執
行
部
提
案
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
満
場
一
致
で

決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
■

今
年
度
も
9
月
間
催
の
第
り
】
回
例
会
が
終
r
L
、

捕
り
返
し
に
入
り
1
2
月
と
3
月
の
例
会
と
な
り
ま
す

が
、
1
2
月
の
第
3
回
例
会
は
当
同
好
会
設
立
か
ら
適

し
回
数
で
第
1
0
0
回
H
の
記
念
例
会
と
な
り
ま
す

年
4
回
の
例
会
で
す
の
で
、
単
純
計
算
で
2
5
年
間

続
い
た
歴
史
あ
る
同
好
会
で
あ
り
ま
す
r
l
I

た
だ
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
出
怖
会
員
も
比
較

的
若
手
に
切
り
替
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
8
0
代
の
会

員
そ
し
て
女
性
雀
士
　
（
現
在
4
名
登
録
）
　
も
殆
ど
参

加
さ
れ
て
お
り
、
拉
近
は
平
均
5
卓
2
0
人
で
の
開
催

が
多
い
状
況
で
す
■
‥
▼

我
が
同
好
会
は
、
老
弱
男
女
、
電
友
会
非
入
会
者
、

ご
家
族
、
会
員
の
知
人
友
人
等
誰
で
も
い
つ
で
も
加

入
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
入
会
願
い
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
ょ
、
つ
っ

棚
高
松
囲
碁
ク
ラ
ブ

4
月
竹
山
日
平
成
2
9
年
度
総
会
を
N
T
T
・
O
B
サ

ロ
ン
で
は
名
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
、
■
引
続
き

第
1
回
定
期
大
会
と
な
り
、
優
勝
は
黒
川
健
児
さ
ん
、

準
優
勝
は
平
山
典
明
さ
ん
で
し
た
。
第
2
回
定
期
大

会
は
、
7
月
1
5
日
l
O
名
の
参
加
に
よ
り
優
勝
永
沢
昇

さ
ん
、
準
優
勝
細
野
直
彦
さ
ん
で
し
た
。

月
例
会
は
、
次
の
通
り
開
催
し
ま
し
た
∪
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5（1

獲ったそ一l

（
第
3
卜
曜
日
〉

5
日
月
6
名
　
　
6
月
6
名

q
U
日
日
り
】
わ
イ
ト

恒
例
の
東
北
閂
県
親
善
囲
碁
大
会
は
、
6
月
1
日

つ
な
き
温
泉
清
温
茄
で
開
催
さ
れ
、
h
U
森
が
優
勝
、

岩
手
は
残
念
な
が
ら
4
位
で
し
た
【

封
の
タ
ラ
〔
ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
、
P
C
相
談

会
等
で
す
一

・
運
営
委
員
会
の
開
催

今
後
の
講
習
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
意
見
の
取
り

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
【

3
納
涼
会
と
下
期
の
行
事
打
ち
合
わ
せ

市
川
の
ホ
テ
ル
に
て
　
目
名
参
加

1
海
の
杜
水
族
館
　
日
月

歩
行
が
困
難
な
会
員
が
多
く
な
り
、
て
ィ
ク
ロ
バ

ス
等
で
の
企
画
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
の
で
行
事
の

計
画
が
限
定
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
、
＝

鼎
本
来
方
釣
り
ク
ラ
ブ

4
月
”
首
、
き
の
え
ね
本
店
に
お
い
て
川
名
が
出

席
し
て
総
会
を
開
催
し
、
罰
年
度
の
事
業
報
缶
、
決

算
・
監
査
報
告
の
後
、
2
9
年
度
の
実
行
計
画
・
予
算

案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た

6
月
か
ら
日
月
ま
で
船
釣
り
と
岸
壁
釣
り
を
交
互

に
計
画
し
、
気
持
ち
は
早
く
も
海
に
向
か
っ
て
お
り

■
l
J
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
会

月
4
回
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
月
1
回
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
更
折
を
し
て
い
ま
す
■
一
7
f
J
末
に
は
、
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
で
宮
気
払
い
を
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た

‥
已
な
パ
ソ
コ
ン
教
京
巨
の
内
容

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
便
目
し
て
写
真
の
編
集
、
ア
ル

バ
ム
作
嘆
　
教
材
を
利
m
し
て
の
ワ
ー
ド
の
学
習
、

エ
ク
セ
ル
で
デ
ー
タ
整
理
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
、
撫

≠
臼
然
探
勝
コ
マ
ク
サ
会

会
の
口
的
は
山
野
に
出
て
‖
然
に
親
し
む
こ
と
に

よ
り
性
根
の
増
進
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、
平

成
乃
年
度
上
期
は
他
の
行
車
と
重
な
る
こ
と
が
多
く

実
行
し
た
行
車
は
少
な
く
な
り
ま
し
た

1
■
シ
ー
ス
ン
始
め
の
キ
ノ
ク
す
7

市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
　
柏
名
参
加

り
）
お
花
兄
　
し
‥
…
松
公
園
　
1
5
名
参
加
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サンクラスをかけて
それ一つ1

ま
し
た
。
毎
食
を
済
ま
せ
て
、
無
事
総
会
も
終
了
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
は
以
下
の
通
り

5
日
月
1
r
n
H

5
月
〔
山
臼

7
日
∴
日
日

9
月
1
2
円

カ
レ
イ
　
（
万
福
丸
）
　
　
6
名

カ
レ
イ
　
（
翔
光
丸
）
　
　
7
名

カ
レ
イ
　
（
翔
光
丸
）
　
　
7
名

ヒ
ラ
メ
　
（
ゆ
た
か
丸
）
　
6
名

」
日
日
　
l
」
川

5
‥
月
　
1
回

6
日
‖
　
1
‥
囲

■
－
月
　
．
4
「
但

ロ
0
月
　
・
4
吊
－

9
月
　
4
回

男
イ
　
川
缶

黒
．
ト
　
3
5
名

男
子
　
3
3
名

男
子
　
2
6
名

男
子
　
3
1
名

男
子
　
2
8
名

ま
た
、
恒
例
の
釣
り
旅
行
は
、
7
月
に
碁
石
海
岸

の
民
宿
「
海
楽
什
壮
」
　
に
1
泊
し
て
、
美
味
し
い
海
の

幸
を
堪
能
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
釣
り
を
楽
し
み

ま
し
た
■
L
J

㈲
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

当
会
活
動
年
度
は
、
前
年
1
0
月
か
ら
当
年
9
月
ま

で
と
し
原
則
毎
週
水
曜
日
を
定
例
会
r
l
と
し
て
お
り

ま
す
■
▼
　
2
8
年
日
月
1
5
日
の
2
8
年
度
納
会
実
施
後
か
ら

2
9
年
3
月
末
ま
で
冬
季
中
断
し
、
4
月
2
S
H
再
開
し

ま
し
た
。
定
例
会
場
所
は
盛
岡
市
部
南
中
央
公
園
野

球
場
で
、
定
例
会
年
間
2
6
回
計
画
し
雨
等
で
2
4
回
の

実
施
と
な
り
、
参
加
人
数
は
2
9
7
名
と
な
り
ま
し

たへ
会
員
の
高
齢
化
、
体
調
不
良
等
に
よ
り
会
員
数
は

減
り
、
ま
た
定
例
会
に
参
加
す
る
人
数
も
2
8
年
よ
り

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま

す。1
会
日
数
　
男
．
十
日
名
　
女
手
6
名
　
計
叩
名

り
】
例
会
実
施
回
数
　
参
加
人
数

1
0
月
　
3
回
　
朋
√
　
川
名
　
　
k
r
　
捕
れ

計
2
4
回
　
男
子
1
8
3
名

③
平
成
2
9
年
度
の
成
績

女
．
い
　
6
ウ
‖

女
王
J
 
h
川
名

女
卜
　
川
名

女
子
　
1
6
少
［

女
子
　
1
6
名

女
子
　
2
0
名

女
子
1
1
4
名

参
加
　
（
平
成
凹
年
9
月
7
日
）

参
加
人
数
　
児
√
5
名
　
女
ナ
4
名
　
計
9
名

当
会
員
の
長
谷
川
信
行
さ
ん
が
唯
優
勝
で
し
た

優
　
勝
　
男
子

女
子

準
優
勝
　
男
子

女
子

長
祥
川
信
行

斎
藤
　
通
子

佐
々
木
幡
実

村
上
　
悦
子

、
車
N
T
T
・
O
B
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
岩
手
県
大
会
に

◆
花
巻
電
友
会

◎
平
成
2
9
年
放
電
友
会
岩
手
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
文
化

講
演
会

平
成
2
9
牢
9
月
知
日
、
電
友
会
岩
手
県
南
フ
ロ
ッ

ク
　
二
閲
、
水
沢
、
北
上
、
花
巻
地
区
）
　
文
化
講
演

会
を
電
友
会
花
巻
地
区
・
王
催
で
開
催
し
ま
し
た
′

り
地
区
は
、
今
年
度
か
ら
各
種
行
車
を
幹
事
が
分

担
し
各
人
の
持
ち
味
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
ま
す
－
本
文
化
講
演
会
も
4
名
の
相
当
者
に

よ
り
取
り
組
み
ま
し
た
。
テ
ー
マ
選
定
に
あ
た
り
1
■

花
巻
地
域
の
出
来
事
「
　
り
…
で
の
出
来
事
が
花
巻
全
体

に
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
　
3
地
域
全
体
で
必
要
と
感

じ
地
域
か
ら
盛
り
L
が
っ
た
出
来
事
√
　
す
硯
在
も
地

域
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
　
を
対
象
に
検
討
し

そ
の
1
つ
で
あ
る
花
巻
市
に
市
民
運
動
に
よ
る
新
幹

線
の
駅
を
設
笹
し
た
取
り
副
え
の
映
画
「
ネ
ク
タ
イ

を
締
め
た
百
姓
二
撲
」
を
行
う
こ
と
し
一
し
ま
し
た
、

内
容
は
、
昭
和
4
鱒
甲
州
日
、
東
北
新
幹
線
の
基
本

卜
小
計
両
が
発
表
さ
れ
、
県
内
の
停
車
駅
は
▲
閏
、

北
卜
、
盛
岡
の
3
か
所
で
あ
っ
た
■
　
当
時
折
幹
線
と
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い
え
ば
花
形
、
駅
の
有
無
は
街
の
将
来
を
大
き
く
左

右
す
る
も
の
で
、
し
か
も
花
巻
エ
リ
ア
の
ル
ー
ト
は

将
来
的
に
も
駅
建
設
の
叶
能
性
が
な
い
こ
と
が
示
さ

れ
て
お
り
、
落
選
と
な
っ
た
花
巻
市
民
は
大
変
な
落

胆
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
に
対
し
駅
設
閏
の
た

め
の
市
民
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
や
が
て
新
花
巻
駅

が
誕
生
す
る
1
4
年
間
の
軌

跡
を
辿
る
物
語
で
す
。

参
加
さ
れ
た
5
9
名
の
皆

さ
ん
は
、
人
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ
る
地
権
者
、

車
、
県
、
国
鉄
　
（
運
動
当

時
は
艮
営
化
前
）
、
河
へ

の
働
き
か
け
、
そ
れ
に
伴

う
数
多
く
の
課
題
を
克
服

す
る
様
を
、
そ
の
当
時
の

F
l
分
の
生
活
状
況
と
重
ね

合
わ
せ
な
が
ら
鑑
賞
し
て

お
り
ま
し
た
。

映
画
鑑
賞
後
は
、
各
地

区
の
皆
さ
ん
と
の
懇
親

会
・
久
し
ぶ
り
に
お
会
い

す
る
方
々
と
近
況
報
告
や

ら
、
自
慢
の
歌
の
ご
披
露

等
、
時
問
が
た
つ
の
も
忘

れ
る
ほ
と
の
大
盛
り
卜
が
り
で
し
た

◎
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
里
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
参
加

し
全
員
が
完
歩

今
年
度
も
8
日
2
0
日
に
花
巻
車
で
問
催
さ
れ
た

「
第
訓
回
い
わ
て
花
巻
イ
ー
ハ
ト
ー
フ
の
里
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
」
　
に
参
加
し
ま
し
た
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
・
り
す
ー

キ
ン
グ
で
す
が
、
小
学
牛
と
高
校
生
を
含
め
1
2
名
の

参
加
者
で
し
た
・

〓
K
の
ツ
ー
テ
ー
マ
ー
チ
に
参
加
し
て
い
る
ん
々

は
、
全
国
か
ら
参
加
し
て
お
り
約
1
0
C
h
以
卜
の

ん
と
一
緒
に
り
す
－
ク
を
し
ま
し
た
▲

∩
己
の
体
力
の
限
界
を
知
る
機
会
と
な
る
‖
K

ウ
サ
ー
キ
ン
グ
で
す
が
、
5
K
コ
ー
ス
の
希
望
す
る

巨
川
も
あ
り
ま
し
た
が
怪
我
も
な
く
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
ー
㌧
完
歩
し
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

◆
釜
石
地
区
電
友
会

◎
総
会
閲
催

↑
1
1
日
の
朝
方
は
雨
模
様
で
し
た
か
、
日
中
は
晴
れ

て
り
す
ー
キ
ン
グ
日
よ
り
と
な
り
ま
し
た
ゝ
　
ウ
1
「
－

キ
ン
グ
は
　
「
ノ
1
・
・
・
ハ
ト
1
7
の
里
・
賢
‥
苗
の
道
」
　
の

‖
K
コ
ー
ス
を
沌
っ
／
、
り
3
時
聞
か
け
て
や
・
1
－
ク

を
し
て
全
員
完
歩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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絶好のプレー日和となった
クラウントゴルフ大会

にきやかに各地区交流会

「お座敷小唄」の皆え歌
全員でうたった「前むき小唄」

6
月
ほ
日
、
市
内
小
佐
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
に

お
い
て
、
平
成
2
9
年
度
釜
石
地
区
電
友
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
N
T
T
東
日
本
岩
手
支
店

オ
フ
ィ
ス
営
業
部
沿
岸
南
営
業
所
長
工
藤
正
悦
様
、

電
友
会
岩
手
支
部
支
部
長
澤
闇
俊
夫
様
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
赦
し
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
物
故
者
に
対
し
黙
特
を
捧
げ
、

議
事
を
進
行
し
て
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
で
質
疑
応
答
が
あ
い
り
、
日
頃
か
ら
疑
問

に
思
っ
て
い
る
こ
と
等
、
と
て
も
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
た
■
U
少
な
い
会
員
で
は
あ
る
が
、
和
や
か
に
楽

し
く
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

9
月
1
3
日
、
釜
石
球
技
場
に
お
い
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
閲
催
し
ま
し
た
【
　
前
日
ま
で
の
雨

も
上
が
り
、
絶
好
の
フ
レ
ー
∴
日
和
と
な
り
ま
し
た

日
頃
動
か
し
て
い
な
い
椀
と
足
を
フ
ル
に
動
か
し
、

老
伴
に
む
ち
を
打
っ
て
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
ま
し
ト
∵

巾
に
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
す
人
も
い
て
歓
声
あ

り
、
笑
い
あ
り
の
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
昼
食

後
は
成
績
発
表
と
な
り
、
参
加
者
全
員
が
景
品
を
頂

い
て
次
回
を
楽
し
み
に
解
散
し
ま
し
た
。

あ
あ
な
る
ほ
ど
…
と
私
達
に
も
心
あ
た
り
の
あ
る
よ

う
な
お
請
で
し
た
・
そ
の
後
質
問
な
ど
あ
り
「
記
憶

の
つ
ぼ
」
　
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
■
　
そ
の
後
会
食

を
し
な
が
ら
各
地
区
と
の
交
流
を
図
り
ち
ょ
っ
ぴ
り

◆
遠
野
地
区
電
友
会

◎
沿
岸
ブ
ロ
ッ
ク
文
化
講
演
会
開
催

平
成
2
9
年
9
月
2
7
日
沿
岸
プ
ロ
ノ
ク
文
化
講
演
会

を
あ
え
り
あ
遠
野
　
（
交
流
ホ
ー
‥
ル
）
　
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
◆
し
宮
古
、
釜
石
、
大
船
渡
、
遠
野
の
会
員
5
5

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
遠
野
は
少
し
冷
え

込
み
ま
し
た
が
皆
さ
ん
の
明
る
い
笑
顔
で
あ
た
た
か

く
な
り
ま
し
た
1
昨
今
の
話
題
に
な
っ
て
い
る
　
「
認

知
症
の
理
解
と
介
護
保
険
に
つ
い
て
」
　
で
し
た
　
講

師
は
遠
野
健
康
福
祉
の
里
長
寿
課
長
菊
地
正
浩
様
と

地
域
包
括
支
接
セ
ン
タ
ー
・
1
ミ
仕
草
m
大
樹
桂
で
し
た

単
な
る
物
忘
れ
は
歳
の
せ
い
で
起
こ
る
も
の
で
誰
に

で
も
あ
る
こ
と
で
認
知
症
と
は
違
う
と
か
、
認
知
症

と
つ
き
あ
い
な
が
ら
牛
清
し
て
い
′
、
た
め
に
は
と
か
、

昔
話
を
し
今
日
の
テ
ー
マ

に
ふ
さ
わ
し
い
歌
「
前
向

き
小
唄
」
を
全
員
で
歌
い

（
文
句
が
よ
か
っ
た
ね
）

ボ
ケ
な
い
五
か
条
を
朗
涌

し
次
回
の
開
催
地
の
入
船

渡
さ
ん
か
ら
の
あ
い
さ
つ

で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
・
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岩手県大会

とおのNa王家大会
ただいま書書です

毎週金曜日にあつまる
麻雀の様子（OBルーム）

次
回
又
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
ー
‥
－

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
「
と
お
の
N
＆
球
」

・
ほ
名
と
い
う
少
人
数
で
す
が
年
3
回
大
会
を
や
っ

て
お
り
ま
す
0
　
1
回
目
は
6
月
1
3
日
天
気
に
恵
ま
れ

す
ご
く
こ
こ
ろ
よ
い
大
会
で
し
た
。
終
了
後
は
皆
で

川
原
で
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲

き
ま
す
▲
U
健
康
で
あ
れ
ば
こ
そ
出
来
る
こ
と
、
こ
れ

か
ら
も
明
る
く
元
気
で
楽
し
く
プ
レ
ー
を
続
け
る
こ

と
が
出
来
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
嬉
し
い

の
は
参
加
賞
等
賞
品
は
す
べ
て
毎
日
使
う
消
耗
品
で

す
■
」
　
年
金
生
活
者
に
は
大
助
か
り
で
す
。

・
平
成
2
9
年
9
月
7
日
岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
ア
ピ
オ
G
G
コ
ー
ス
）
　
で
第
2
0
回
N
T
T
・
O
B

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
岩
手
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
6
8
名
で
し
た
〔
〕
雨
が
気
に
な
る
よ
う
な

天
候
で
し
た
が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
遠
野
か
ら

は
7
名
の
参
加
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
顔
は
皆
初
顔

と
い
う
節
目
の
大
会
に
優
勝
と
B
M
賞
（
ど
り
）
　
を
女

性
陣
で
獲
得
し
思
い
出
多
い
日
と
な
り
ま
し
た
▲
∪
　
い
つ

ま
で
参
加
出
来
る
の
か
な
ー
と
静
か
に
言
っ
て
み
た

り
、
い
や
健
康
に
気
を
つ
け
て
ず
っ
と
参
加
し
よ
う

と
言
っ
て
み
た
り
皆
い
い
気
分
で
家
路
に
向
か
い
ま

した。

り
に
た
た
い
ま
青
春
の
雰
囲
気
で
す
。
仲
間
が
い
っ

ぱ
い
増
え
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
し

合
わ
せ
の
よ
う
で

も
ス
ポ
ー
ツ
と
は

す
ご
い
力
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま

す
し
　
皆
艮
年
知
っ

て
い
る
よ
う
に
明

る
い
笑
顔
に
な
り

ま
す
。
今
回
2
0
回

②
遊
友
ク
ラ
ブ
（
麻
従
）

持
ち
に
待
っ
た
サ
ー
ク
ル
が
1
つ
新
設
に
な
り
ま

し
た
′
　
遊
友
ク
ラ
ブ
と
名
づ
け
好
き
同
士
集
ま
っ
て

活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
ま
ず
始
め
に
麻
雀
を
…

と
集
ま
っ
て
い
ま
す
“
毎
週
金
曜
白
O
B
ル
ー
ム
で

指
先
も
頭
も
H
も
動
か
し
、
老
化
防
止
・
仲
間
づ
く

◆
水
沢
地
区
電
電
友
の
会

◎
平
成
2
8
年
度
定
期
総
会
開
催

罰
隼
1
2
月
2
口
、
水
沢
サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
会

員
6
1
名
の
出
席
で
開
催
し
た
。
こ
の
1
午
問
に
亡
く

な
ら
れ
た
会
い
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
〔
＝
…
m
博
さ
ん

の
議
長
て
議
事
を
進
め
た
。
出
席
者
の
こ
協
力
で
議

案
す
べ
て
を
満
場
一
致
承
認
さ
れ
た
。
－
議
事
終
了
後
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キリンヒール仙台工場
見学記念

適せ
かわいいタペストリー

古
希
・
喜
寿
・
米
毒
及
び
永
年
表
彰
の
会
日
日
に
お
祝

い
を
贈
呈
し
、
恒
例
の
交
流
懇
親
会
を
行
っ
た
▲
■
　
役

員
改
選
の
牢
で
も
あ
り
、
新
た
に
千
葉
虔
三
き
ん
を

会
長
に
選
出
し
た
。
一

◎
日
帰
り
旅
行

5
月
2
5
日
、
仙
ム
ロ
の
『
う
み
の
杜
水
族
館
』
と
『
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
仙
台
工
場
』
　
に
家
族
会
員
5
名
を
含
む

3
9
名
で
実
施
し
た
■
∪
大
震
災
の
被
害
を
受
け
て
1
年

後
に
復
旧
し
た
ビ
ー
ル
t
場
に
敬
意
を
表
し
、
遠
野

産
ホ
ノ
ブ
を
使
用
し
た
一
二
番
搾
り
』
を
堪
能
す
る

こ
と
が
出
来
た
【
　
水
族
館
も
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
て
、

彼
…
久
し
閉
館
し
た
旧
松
島
水
族
館
で
生
き
残
っ
た
生

物
も
飼
育
さ
れ
て
い
た
′
　
イ
ル
カ
・
ア
シ
カ
シ
ョ
ー

も
感
動
し
思
わ
ず
大
き
な
拍
手
を
し
た
。
そ
の
後
仙

台
場
外
杜
の
市
場
で
家
族
へ
の
お
t
産
を
買
い
、
楽

し
い
1
日
を
過
ご
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

≠
I
T
だ
べ
り
会

毎
月
2
回
、
王
宮
内
で
の
勉
強
会
か
ら
楽
し
み
の
局

外
教
室
を
実
施
■
㌧
宮
城
大
河
原
・
船
岡
観
桜
会
に
山

か
け
た
。
白
石
川
清
い
の
　
「
一
日
千
本
桜
」
を
楽
し

み
隣
町
の
船
岡
城
址
も
桜
が
満
開
。
帰
り
は
強
風
で

電
車
が
運
転
中
世
J
散
々
な
思
い
出
深
い
旅
と
な
っ

た∩、㈲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

6
月
1
9
日
今
年
度
［
収
初
の
大
会
を
開
催
。
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
や
打
数
を
数
え
る
の

に
苦
労
す
る
ホ
ー
ル
も
あ
っ
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い

の
交
流
会
と
な
っ
た
ー

針
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

各
人
会
に
桔
極
的
に
参
加
し
鵬
を
磨
い
て
い
る

9
日
7
日
開
催
さ
れ
た
県
大
会
で
は
好
成
績
を
し
げ

卜
位
考
を
脅
か
し
た
・

◆
宮
古
地
区
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

亜
風
前
の
灯
「
G
G
サ
ー
ク
ル
」

会
員
の
高
齢
化
、
リ
ー
ダ
ー
の
体
調
不
良
で
秋
に

予
定
し
て
い
る
恒
例
の
G
G
お
楽
し
み
会
が
流
会
と

な
り
そ
う
だ
。
国
民
休
暇
村
の
大
き
な
体
育
館
を
便

桐
し
て
行
っ
て
い
る
の
で
日
月
に
で
も
、
誰
か
の
音

頭
で
実
行
に
漕
ぎ
着
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
た
が

…
■
　
推
薦
の
人
は
チ
ト
忙
し
い
、
と
渋
ら
れ
て
い
る

屋
内
で
は
あ
る
が
寒
く
な
ら
な
い
う
ち
に
、
と
思
っ

て
い
る
（
一
チ
ー
フ
の
後
継
者
募
集
中
〓
‥

榔
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル

「
笑
い
と
オ
ヤ
ツ
と
喋
り
と
！
」

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
て
ド
ア
の
前
に
立
っ
た

女
性
の
大
ら
か
な
笑
い
声
が
廊
下
迄
聞
こ
え
て
く
る

何
人
集
ま
れ
ば
何
と
か
、
と
一
．
亭
つ
が
中
は
い
つ
も

の
メ
ン
バ
ー
が
、
写
真
を
振
り
に
来
た
私
を
待
っ
て

い
て
く
れ
た
、
一
二
収

初
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

脱
落
の
私
）
　
テ
ー
、
フ

ル
の
し
は
？
ト
へ
き
な

仕
上
が
り
の
ハ
ソ
チ

ワ
ー
ク
が
テ
ー
ブ
ル

ク
ロ
ス
り
∴
に
な
り
、

当
尉
壷
．

ミi、」
ぞ
蛮
†

お
…
写
ト
や
飲
み
物
が
，
－
．



各地区電友会だより（岩手）

笑いの絶えない
パソチワークのメンバー

会報編集委員会では

会員の皆様からの原稿を募集しております。

芸宣言HIl柳コーナー
○川柳〈お一人3首（旬）以内〉

※投稿は紙面の都合上、一人3句までとさせていただきます。

多数投稿されている場合は勝手ながら編集担当で選定いたします。

6ユ

待
っ
て
い
た
■
　
も
っ
た
い
な
い
！
汚
し
た
ら
い
て
つ
す
ん

の
γ
と
云
う
車
で
、
お
仲
間
に
し

い
つ
も
の
大
作
の
K
子
ち
ゃ
ん
、
器
m
な
Y
ち
ゃ

ん
は
動
物
の
お
人
形
さ
ん
！
お
孫
さ
ん
に
カ
ナ
？

月
2
回
の
会
は
未
完
成
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
題
と
な
る

ら
し
い
。
三
前
回
の
続
き
』
と
宿
題
の
大
き
な
パ
ッ
チ

に
挑
戦
中
。
次
回
は
完
成
カ
ナ
？
小
物
入
れ
に
一
所

懸
命
の
Y
．
十
さ
ん
r
J
　
バ
ザ
ー
に
出
し
た
ら
厄
ぐ
に
完

元
だ
ね
ぇ
と
感
心
し
き
り
の
私
。
皆
さ
ん
お
仲
間
に

ど
う
ぞ
！
お
茶
あ
り
、
お
菓
子
在
り
、
笑
い
ア
リ
。

其
々
の
家
庭
菜
園
で
収
穫
し
た
お
手
や
野
菜
を
た
く

さ
ん
頂
い
て
帰
り
ま
し
た
▲
U

月
よ
も
や
ま
サ
ー
ク
ル
（
麻
雀
）

女
牲
歓
迎
！
優
し
く
手
ほ
ど
き
致
し
ま
す
　
特
に

初
心
者
－
・
ま
ず
は
比
学
に
お
出
か
け
卜
さ
い
。
月
に

り
】
回
か
ら
週
1
回
と
な
り
ま
し
た
」
　
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
組
ん
で
効
率
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
同

日
八
H
？
で
も
結
構
で
す
し
　
ボ
ケ
防
止
に
。
食
事
¶

番
で
も
な
お
な
お
よ
ろ
し
〓
‥
で
す
．
一

※
事
務
局
の
つ
ぶ
や
き

長
年
続
け
て
き
た
1
泊
旅
行
が
余
日
ハ
の
高
齢
化
？

に
困
る
も
の
な
の
か
参
加
人
数
が
満
た
な
く
、
日
帰

り
旅
行
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
が
費
川
面
を
考
慮

し
、
1
5
名
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
締
切
り
近

7
、
の
今
、
末
だ
満
声
し
て
お
り
ま
せ
ん
■
　
頭
の
痛
い

と
こ
ろ
で
す
。
が
、
そ
れ
で
も
決
行
し
た
は
う
が
い

い
と
．
宇
つ
声
も
あ
り
、
思
案
の
と
こ
ろ
で
す
■
　
八
幡

平
か
ら
小
岩
井
、
玄
武
洞
の
コ
ー
ス
で
す
一
少
な
い

人
数
で
も
行
け
た
ら
次
号
で
様
十
を
ご
披
露
し
た
い

と
思
い
ま
す
■
・

総
会
は
1
2
月
6
円
で
す
。
こ
ち
ら
も
沢
山
の
会
員

で
親
睦
を
温
め
た
い
で
す
ね
【

皆
さ
ん
の
会
で
は
行
串
等
に
参
加
す
る
万
、
減
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
何
か
良
い
対
策
等
あ
り
ま
し
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
せ
　
苦
い
会
員
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
…
■

お
題
は
自
由
で
す
！

お
気
軽
l
二

足
募
く
だ
さ
い
！


